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根石小学校 児童の声 甲山中学校 生徒の声

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ　

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ

水
面
清
ら
か
小
呂
川
の　

生
き
物
い
っ
ぱ
い
元
気
だ
ぞ

メ
ダ
カ
に
ザ
リ
ガ
ニ

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

さ
わ
や
か
な
風　
稲
田
渡
る

ふ
る
さ
と
根
石　
大
好
き
さ

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ　

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ

み
ん
な
が
集
う
東
公
園　

生
き
物
い
っ
ぱ
い
元
気
だ
ぞ

ラ
ク
ダ
に
リ
ス
ザ
ル

象
の
ふ
じ
子

う
れ
し
い
楽
し
い
声
響
く

ふ
る
さ
と
根
石　
大
好
き
さ

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ　

ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
あ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
中
に

み
ん
な
で
支
え
助
け
合
い

歴
史
を
伝
え
る
人
の
知
恵

あ
た
た
か
な
光
あ
ふ
れ
て
る

ふ
る
さ
と
根
石　
大
好
き
さ

　岡崎生誕の徳川家康公ゆかりの神社やお寺
がたくさんあります。また、根石小の近くに大
きな東公園があります。東公園は、季節によっ
て、様々な景色を見せてくれます。梅雨には、
アジサイやハナショウブの見事な花が咲き、
秋には紅葉などが赤や橙に色づきます。
　これらの貴重な歴史や美しい自然は、次の
世代のみなさんのためにも、ずっと残してい
かなければならないと思っています。

　根石学区には「福祉の村」という福祉施設が
あります。私は以前福祉の村の人たちと交流
しました。そこには、根石学区の人たちも多く
参加していました。障がいを持った人たちと、
みんな笑顔で交流する姿を見て、このまちは
本当に温かいまちだと感じました。
　また、まちを歩くとお年寄りも子どもも分け隔
てなくあいさつを交わします。こんな、人との関わ
りが深い根石学区がいつまでも続いて欲しいです。

歴史と自然が
たくさんあるところが大好き

いろんな人と分け隔てなく
接する温かなまち

大
好
き 

ふ
る
さ
と 

根
石

作
詞
：
平
成
18
年
度
根
石
小
学
校
3
年
生

作
曲
：
永
田
邦
雄(

根
石
小
学
校
長)

123

根石小学校と平成27年度6年生児童

甲山中学校 岡崎商業高等学校 岡崎女子大学・岡崎女子短期大学

根石保育園

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　02  根石学区まちものがたり 発行　2017年１月

歴史と文化を育む文教のまち

〔参考資料〕　根石小学校百年誌
〔表紙写真〕　学区内に保育園・幼稚園
から大学まで全ての教育機関がある、
まさに文教のまちです。また、市民の憩
いの場である東公園があります

〔作成委員会〕　河合洋人/鈴木弘一/近藤克實/大河原辰夫/
望月正勝/鈴木宗彦/齊藤晴久/石川新史/高木政宏/中村元保/
上野雄一/赤堀竜二/柳信幸/足立佐恵子/石原明夫/山口功克

各自の事前準備で、毎月１回以上集まり、時間を忘れて編集作業に没頭！熱が入りました。

neishi

根石学区の魅力
未来に伝えたい

第一早蕨(さわらび)幼稚園

編集後記

東公園 浮御堂 東公園 恐竜モニュメント
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一
八
七
二
年
▪
明
治
5 

な
ぐ
り投

町
法
円
寺
に
郷
学
校
と
し
て
小
学
校
支
校
根
石
学
校
創
設

一
九
一
三
年
▪
大
正
2 

額
田
郡
公
会
堂
・
物
産
陳
列
所
竣
工（
昭
和
44
年
岡
崎
市
郷
土
館
と
な
る
）

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

岡
崎
市
制
施
行

 

岡
崎
市
投
尋
常
小
学
校
と
改
称

一
九
二
一
年
▪
大
正
10 
中
町
派
出
所
設
立
（
平
成
20
年
廃
止
）

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 
中
町
公
設
市
場
開
設（
昭
和
48
年
シ
ョ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
ー
と
な
る
）

一
九
三
七
年
▪
昭
和
12 

投
尋
常
小
学
校
、
欠
町
に
移
転 

 
 

 
 

 
 

根
石
尋
常
小
学
校
と
改
称…

一
九
四
五
年
▪
昭
和
20 

フ
タ
バ
産
業
（株）
起
業
（
現
サ
ン
ク
ス
中
町
店
・
ご
と
う
内
科
一
帯
）

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

甲
山
中
学
校
開
校
（
中
町
）

 

丸
石
醸
造
（株）(

中
町)

清
酒
製
造
を
再
開
（
創
業
1
6
9
0
年
）

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

学
区
防
火
防
犯
協
会
発
足
・
後
に
防
災
防
犯
協
会
連
合
会
に
改
称

一
九
五
〇
年
▪
昭
和
25 

市
立
岡
崎
病
院
移
転
（
若
宮
町
）（
平
成
10
年
に
高
隆
寺
町
に
移
転
）

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28 

根
石
保
育
園
開
園
（
朝
日
町
）（
平
成
6
年
に
栄
町
に
移
転
）

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

岡
﨑
商
業
高
等
学
校
が
西
明
大
寺
町
よ
り
栄
町
に
移
転

 

さ
わ
ら
び

早
蕨
幼
稚
園
開
園（
中
町
燈
台
山
）（
平
成
16
年
に
元
欠
町
に
移
転
）

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

岡
﨑
女
子
短
期
大
学
開
学

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

東
公
園
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

 

台
風
23
号
に
よ
る
栄
町
水
害…

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48 

根
石
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
式
挙
行

一
九
七
七
年
▪
昭
和
52 

学
区
社
教
主
催
の
第
一
回
文
化
展
開
催
（
平
成
19
年
ま
で
継
続
）

一
九
七
八
年
▪
昭
和
53 

第
一
回
親
と
子
の
音
楽
の
つ
ど
い
開
催
（
東
公
園
多
目
的
広
場
）…

 

学
区
防
災
防
犯
協
会
連
合
会
主
催
の
第
一
回
防
災
訓
練
実
施

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

根
石
小
・
全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
文
部
大
臣
表
彰

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

岡
崎
市
郷
土
館
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

根
石
小
・
学
校
読
書
活
動
の
実
践
に
よ
る
文
部
大
臣
表
彰

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16 

児
童
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
足
（
同
年
、
根
石
声
か
け
隊
に
改
名
）

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

岡
崎
げ
ん
き
館
開
館

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

学
区
防
災
防
犯
協
会
連
合
会
に 

 
 

 
 

 
 

警
察
庁
長
官
・
全
防
連
会
長
連
名
表
彰…  

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

根
石
小
P
T
A
活
動
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

 

岡
崎
女
子
大
学
開
学

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

根
石
小
・
学
校
読
書
活
動
の
実
践
に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

 

学
区
名
の
由
来

　
1
5
0
6
年
、
今
川
勢
が
三
河
へ
侵
入

し
た
時
、「
大
平
河
を
打
越
、ね
ん念
し
原
ヱ
押
上
、

岡
崎
の
城
ヲ
バ
…
」
と
三
河
物
語
（
大
久

保
彦
左
衛
門

た
だ
の
り

忠
教
著
）に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
物
語
に
「
念
し
原
」
の
地
名
が
出
て

き
ま
す
。

　
念
し
原
は
、
1
5
6
6
年
に
徳
川
家
康

公
の
命
令
に
よ
り
市
場
も
た
ち
、
交
通
の

要
衝
で
し
た
。
現
在
の
欠
町
、
若
宮
町
一

帯
で
す
。「
根
石
」
の
地
名
は
、
念
し
原

か
ら
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

学
区
の
環
境

　
乙
川
の
右
岸
、
吹
矢
橋
の
上
流
、
段

丘
上
に
市
街
地
が
広
が
り
、
そ
の
北

側
に
変
化
に
富
ん
だ
丘
陵
地
が
あ
り
ま

す
。
丘
陵
地
の
先
端
に
東
公
園
が
あ
り
、

四
季
折
々
の
変
化
は
人
々
の
心
を
癒

し
、
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
を
は
じ
め
消
防
署
な
ど
、

多
く
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
学
区
民
が

生
活
す
る
う
え
で
助
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
保
育
園
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
、

大
学
ま
で
あ
り
、
文
教
学
区
と
言
わ
れ
、

国
道
1
号
、
竜
東
メ
ー
ン
ロ
ー
ド
な
ど

幹
線
道
路
が
縦
横
に
走
り
、
交
通
の
便

の
よ
い
学
区
で
も
あ
り
ま
す
。

 

学
区
の
活
動

　
毎
年
、
岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り
が
あ
り
ま

す
。
伝
馬
通
り
で
開
催
さ
れ
た
五
万
石
お

ど
り
で
は
、根
石
学
区
は
「
根
石
学
区
連
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
、
女
性
部
を
中 

心
に
老
若
男
女
2
0
0
名
以
上
が
参
加

し
て
い
ま
す
。「
誰
れ
も
が
住
み
た
い　

わ
が
ま
ち
根
石
」「
根
石
の
こ
ど
も
は
根

石
で
守
る
」
の
幟
を
背
に
踊
り
ま
す
。
こ

の
幟
に
託
さ
れ
た
思
い
が
学
区
の
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
↓
写
真　

 

）

　
学
区
で
は
、
総
代
会
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
が
連
携
し
て
力
を
合
わ
せ
行

動
し
ま
す
。
総
合
防
災
訓
練
（
中
学
生

を
含
め
1
0
0
0
名
以
上
）、
学
区
夏
ま

つ
り
（
小
学
生
を
含
め
2
0
0
0
名
以

上
）、
学
区
民
体
育
祭
（
各
町
参
加
で

1
5
0
0
名
以
上
）、
青
色
回
転
灯
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
毎
日
出
動
）

な
ど
多
く
の
行
事
を
通
し
て
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
温
か
み
の
あ
る
学

区
に
な
る
よ
う
学
区
民
が
協
力
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

根石学区民が参加した「五万石おどり」66 防災防犯パトロール出発式55 根石小PTA主催の「親と子の音楽のつどい」44 台風23号の水害(栄町)33 根石小にある投尋常小学校校章の碑22 11

11
・・
22

33

44

55

66

ま
ち
の
な
り
た
ち

根
石
学
区

なぐり

投尋常小学校の校門。現在は
 お い  
小美町

じゅんしょうじ

順正寺に立つ

学区に咲く
花たち

 

ホ
ト
ト
ギ
ス

 

ア
ギ
ナ
シ

 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ

カ
キ
ラ
ン

□人　口 13,663人
 男性 6,911人
 女性 6,752人
□世帯数 5,776世帯
□面　積 4.50㎢
[2016年7月1日現在]
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   祐伝寺
家康公の正室、築山御前の首塚があった
が八柱神社に移され、五輪塔のみがある

dd   岡崎げんき館・岡崎市保健所
根石学区をはじめとした市民の健康づく
りの拠点になっている

ee

　

 

大
泉
寺

家
康
公
の
生
母
於
大
の
方
が
1
5
4
3
年
に
創

建
し
た
寺
。於
大
の
方
の
墓
碑
が
あ
る

bb
　

 

八
柱
神
社

熊
野
権
現
と
築
山
神
明
宮
が
合
祀
。家
康
公
の

正
室
、築
山
御
前
の
首
塚
が
あ
る

aa

　
学
区
に
は
、貴
重
な
史
跡
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。根
石
小
学
校
の
近
く
に
あ
る
八
柱
神
社
に
は
、

家
康
公
の
正
室
、築
山
御
前（
瀬
名
姫
）の
首
塚
が
、国
道
1
号
近
く
の
若
宮
八
幡
宮
に
は
家
康
公
の
長
男
、

信
康
の
首
塚
が
あ
る
な
ど
、家
康
公
に
関
連
す
る
も
の
が
と
て
も
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
一
方
、市
役
所
や
岡
崎
げ
ん
き
館
、東
公
園
な
ど
が
あ
り
、便
利
で
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
。

二十七曲り 伝馬通り

竜
東
メ
ー
ン
ロ
ー
ド

常夜燈        神社
寺院            郵便局

若宮八幡宮若宮八幡宮
二十七曲りの碑・冠木門二十七曲りの碑・冠木門

岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学
岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学

根石小学校根石小学校

八柱神社八柱神社

小呂神明宮小呂神明宮

第一早蕨幼稚園第一早蕨幼稚園

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
・

愛
知
病
院

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
・

愛
知
病
院

福祉の村福祉の村

岡崎げんき館岡崎げんき館
岡崎市郷土館岡崎市郷土館
せきれいホールせきれいホール

丸石醸造丸石醸造

甲山中学校甲山中学校

大泉寺大泉寺

岡崎天満宮岡崎天満宮

岡崎市消防本部岡崎市消防本部

祐伝寺祐伝寺
法円寺法円寺

根石保育園根石保育園

岡崎商業高校岡崎商業高校

小呂池小呂池

東公園

アイコンの見方

26

26

1

岡崎女子大学の屋上から見た根石学区の風景

乙川

南南東東北北西西

   若宮八幡宮
祭神は仁徳天皇。織田信長の命により
自刃した家康公の長男、信康の首塚がある

cc

   岡崎城下二十七曲りの碑・冠木門
曲り角の多い岡崎の旧東海道の東口。げ
んき館南東にある

ff
   岡崎市郷土館
（旧額田郡公会堂・物産陳列所）
公会堂と物産陳列所が一組で現
存する、貴重な国指定重要文化財

gg

道根往還

東
名
高
速
道
路

岡崎市役所岡崎市役所 岡崎市動物
総合センターあにも
岡崎市動物
総合センターあにも

旧本多忠次邸旧本多忠次邸

甲山中学校甲山中学校

根石小学校根石小学校

根
石
学
区
ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ
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岡
崎
市
出
身
の
世
界
的
な
地
理
学
者

の
志
賀
重
昂
が
26
歳
で
発
表
し
た
三
河

男
児
歌
碑
や
自
宅
を
移
築
し
た
南
北
亭

な
ど
が
あ
り
、文
化
の
散
歩
道
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。無
料
の
動
物

園
や
四
季
折
々
の
自
然
も
見
所
で
す
。

　
毎
年
6
月
に「
東
公
園
花
菖
蒲
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
開
会

式
に
根
石
学
区
民
が
「
釈
迦
堂
踊
り
」

を
踊
り
ま
し
た
。ま
た
、秋
に
は「
紅
葉

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
学
区
内
に
は
、
火
伏
の
神
様
で
あ

る
「
秋
葉
山
常
夜
燈
」、
伊
勢
信
仰

の
「
大
神
宮
常
夜
燈
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
常
夜
燈
が
あ
り
ま
す
。
一
部
戦

災
な
ど
で
破
損
、
修
復
移
築
を
さ
れ
な
が
ら
、
欠
町
、

若
宮
町
、
中
町
大
門
通
、
中
町
東
丸
根
、
栄
町
、
朝

日
町
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
葉
山
常
夜
燈
は
、
年

1
回
、
秋
葉
山
に
代
参
し
、
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
根
石
小
の
6
年
生
は
、卒
業

式
の
日
に
、必
ず
大
先
輩
の
木

村
博
士
の
記
念
文
を
贈
呈
さ
れ

ま
す
。こ
れ
は
、名
誉
市
民
・
日

本
学
士
院
会
員
で
、文
化
勲
章

受
章
の
木
村
資
生
博
士
か
ら
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
で
す
。

　
根
石
小
時
代（
昭
和
12
年
卒
）は
算
数
が
得
意
だ
っ
た
博
士
は
、集

団
遺
伝
学
を
数
学
理
論
で
解
明
し
、昭
和
63
年
に
国
際
生
物
学
賞
、

平
成
4
年
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
メ
ダ
ル
を
受
賞
。そ
の
栄
誉
を
た
た
え
、

地
元
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、博
士
の
自
宅
に
近
い
せ
き
れ
い
ホ
ー

ル
の
敷
地
内
に
、銅
像
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
瀬
川
康
男
氏（
昭
和
20
年
根
石
小
卒
）は
寡
黙
で
し
た
が
、成
績

優
秀
で
し
た
。昭
和
42
年
に
第
1
回
世
界
絵
本
原
画
展
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
。絵
に
し
た
松
谷
み
よ
子
作
の『
い

な
い
い
な
い
ば
あ
』は
5
0
0
万
部
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
で
、岡
崎
市
で
は
平
成
22
年
よ
り
こ
の

絵
本
を
市
内
の
乳
幼
児
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。手
掛
け
た
絵
本
は
1
0
0
冊
を
超
え
、

根
石
小
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
。そ
の
絵
は
、見

て
い
る
だ
け
で
空
想
が
広
が
り
、楽
し
さ
や
絵

本
へ
の
お
も
し
ろ
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
元
禄
3
年
（
1
6
9
0
）

創
業
の
丸
石
醸
造
株
式
会

社
を
経
営
し
て
い
る
深
田

家
は
、江
戸
時
代
の
明
和
年

間
よ
り
三
太
夫
を
名
乗
り
、

な
か
で
も
5
代
目
は
質
素

倹
約
・
わ
ら
じ
履
き
三
太

夫
の
異
名
を
残
し
、幕
末
か

ら
明
治
の
変
革
期
に
大
活

躍
し
ま
し
た
。

　
初
代
の
岡
崎
町
長
の
ほ

か
、綿
糸
問
屋
創
業
、銀
行

開
設
、商
業
会
議
所
設
立
な

ど
先
頭
に
立
っ
て
地
域
の

発
展
に
寄
与
し
、名
誉
市
民

に
な
り
ま
し
た
。6
代
目
は

そ
れ
ら
の
頭
取
と
し
て
、継

続
発
展
に
努
め
ま
し
た
。

根
石
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
の
偉
人
た
ち

来
て
!

見
て
!

学
区
の
名
所 

み
ど
こ
ろ

５
代 

ふ
か
だ

深
田 
さ
ん
だ
ゆ
う

三
太
夫

岡
崎
の
商
工
業
発
展
に
尽
力

人
類
遺
伝
学
の
世
界
的
権
威

現在も深田家が営業を続ける丸石醸造
（中町6丁目）

1868
▼
1944

き
む
ら

木
村 

も
と
お

資
生
1924
▼
1994

全
国
的
に
有
名
な
絵
本
画
家

岡
崎
市
民
の
オ
ア
シ
ス

せ
が
わ

瀬
川 
や
す
お

康
男
1932
▼
2010

瀬川氏が手掛けた絵本の一部 せきれいホール前の博士の銅像

文
教
の
ま
ち
を

   

さ
さ
え
る
学
び
舎

根
石
学
区
に
は
保
育
園
・
幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
、
教
育
機
関
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

　第一早蕨幼稚園と併設で、
昭和40年に中町燈台山に設立
しました。「岡崎観光夏まつり」
や清掃活動などの地域行事を、
学長はじめ教職員・学生一体
で盛り上げています。幼児教
育の実技習得のため、学区の
子育て支援も行っています。
平成25年には、岡崎女子大学
も開校しました。

岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学

　商店街経営を学ぶ「OKASHOP
部」があります。部は平成25年
「おやつ定期便」を高齢者宅や
事業者向けに始め、27年には岡
崎シビコ1Fに常設店舗もオー
プン。オリジナル商品「天下シ
リーズ」の飴や、ぽん菓子など
を販売し、評判は上々です。こ
の成果は、全国高校生徒商業研
究発表大会で発表しています。

岡崎商業高等学校
　平成27年度の市長杯で男
女共に総合優勝を果たしまし
た。これは平成28年度に開校
70年を迎える甲山中学校史上、
初の快挙です。また、甲山中で
は「スマボラ」（スマイルボラ
ンティア）を合言葉に、日常生
活での何気ない気配りができ
る人になるよう活動を進めて
います。

甲山中学校
　児童の心の栄養と読書意欲
の広がりを求めて、昭和53年
から本の読み聞かせと読書研
究を全職員で取り組み、全国的
な評価を得ています。「ふれあ
いフェスタ」や「親と子の音楽
のつどい」など、地域に根差し
た活動も盛んです。そして、制
服と、松・竹・梅…のクラス名は、
岡崎市内でも珍しいです。

根石小学校
　昭和28年12月、朝日町の若
宮八幡宮境内の敷地を借り受
け、木造平屋建て園舎で開園
した岡崎市で初めての公立保
育園です。保育の多様化に応
じるため、平成6年4月に、現
在の栄町に新築移転。南に乙
川が流れ、岸に咲く河津桜を
眺める自然豊かな環境の中で、
豊かな心を育んでいます。

根石保育園
　昭和37年、中町の燈台山に
創立した第一早蕨幼稚園は、清
光学園50周年記念事業により欠
町狐ケ入に新築移転し、現在に
至ります。実体験から得られる
「感動」や「夢」を大切に、野
菜を育てて「美味しい」を実感
させたり、命の大切さに気づか
せたり、学区民との星空観察会
も開催しています。

第一早蕨幼稚園

おろいけ

小呂池

東公園

常夜燈

東公園のあゆみ

1 開園時から飼育されてい
るアジアゾウのふじ子
2 盛大に行われていた「釈
迦堂踊り」の様子
（1998年撮影）

昭和 ４年： 東天竺山世尊寺（釈迦堂）
  建立、南北亭移築
昭和 ５年： 志賀重昂の墓建立
昭和 11年： 「東公園」と命名
昭和 16年： 岡田撫琴句碑建立
昭和 35年： 三河男児歌碑建立、
  近藤孝太郎歌碑建立
昭和 39年： 花菖蒲園創設
昭和 42年： 藤井達吉歌碑建立
昭和 44年： 本多光太郎資料館移築
昭和 50年： 志賀重昂銅像建立
昭和 58年： 無料動物園開園、
  等澍庵移築
平成 ６年： 文化の散歩道完成
平成 20年： 動物総合センター
  「あにも」開設
平成 24年： 旧本多忠次邸移築開館
平成 27年： 恐竜モニュメント設置

1

2

両
町
に
あ
っ
た
岡
崎
宿
最
古（
1
7
9
0
年
建
立
）

の
常
夜
燈

中
町
東
丸
根

欠
町

若
宮
町

中
町
大
門
通

栄
町

朝
日
町

　
私
は「
岡
崎
の
大
正
池
」と
呼
ば

れ
る
小
呂
池
で
す
。私
の
周
り
は

緑
一
色
、秋
に
な
る
と
木
々
が
色

づ
き
、
き
れ
い
で
す
。
初
夏
に
は
、

水
面
に
ス
イ
レ
ン
が
咲
き
、ト
ン

ボ
や
チ
ョ
ウ
が
舞
い
、小
鳥
が
さ

え
ず
り
、の
ど
か
で
す
。

　
一
年
中
、釣
り
を
楽
し
む
人
々
が

糸
を
垂
れ
、道
根
往
還（
※
）を
散

策
す
る
人
が
心
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
。私
の
水
は
、ミ
タ
ラ
イ
川
を
通

り
、ま
わ
り
の
水
田
を
潤
し
て
、伊

賀
川
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

（
※
）東
公
園
の
西
の
入
り
口「
欠
の
三
本

木
」か
ら
、額
田
の「
鍛
冶
屋
の
五
本
松
」

ま
で
の
山
道
の
こ
と

2016年現在
48歳です

02　
根
　
石　
　
特
集

02　
根
　
石　
　
特
集
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